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齋藤修一郎のあゆみ 越前福井藩における洋学普及 世の中の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安政二年（1855）七月修一郎誕生 

 

 

 

 

安政五年（1858）九月齋藤策順死去。 

 

 

 

 

 

 

 

元治元年（1864）家督相続 

 

慶応元年（1865）立教館入学 

 

 

 

 

慶応三年（1867）府中領主本多氏の前

で経書を講義。 

 

 

明治三年（1870）三月沼津兵学校付属

小学校に入学 

弘化三年（1846）笠原良策が福井藩に

牛痘苗輸入を嘆願。 

弘化四年（1847）春、藩砲術師を江戸

の高島流砲術家に入門させ洋式砲術と

銃陣調練を研究させる。 

嘉永元年（1848年）八月、江戸から洋

式大砲鋳物師安五郎を招き、西洋砲を

多数製造 

嘉永二年（1850）十一月。福井仮種痘

所に、最初の種痘実施。 

嘉永四年（1852）十月。福井に藩営の

除痘館が設けられる。 

嘉永六年（1853年）九月の幕府による

大船建造禁止の解除を受け、洋式船の

建造に着手。 

安政二年（1855年）六月、藩校明道館

を開校。十月府中でも「藩営」除痘所

ができる。 

安政四年（1857）正月洋式銃製造を本

格化させる。四月に洋書習学所が設置

される。福井藩の軍制が洋式に再編成

される。 

※このころ越前から諸国に蘭方医学

修行のための遊学が盛んとなる。 

万延元年（1860）瓜生寅長崎に遊学。 

 

文久二年（1862）瓜生寅幕府長崎英学

校教授となる。 

元治元年（1864）渡辺孝一郎佐倉の蘭

学塾に移る。 

慶応元年（1865）渡辺孝一郎江戸で英

語を学ぶ。日下部太郎長崎で英語を学

ぶ。 

慶応二年（1866）渡辺孝一郎江戸幕府

医学館英語教授となる 

慶応三年（1867）瓜生寅。藩校英学教

授となる。山本龍次郎イギリス密航を

図る。日下部太郎アメリカのラトガー

ス大学に留学。 

1840～42 アヘン戦争。 

 

 

 

 

 

 

 

嘉永六年（1853）六月ペリー来航 

 

 

 

嘉永七年（1854）三月日米和親条約締

結 

 

 

安政三年（1856）八月アメリカ総領事

ハリス下田に着任。 

 

 

安政五年（1858）七月日米修好通商条

約調印。 

 

 

万延元年（1860）三月大老井伊直弼暗

殺。 

文久三年（1863）五月長州藩が外国船

を砲撃。七月薩英戦争。八月政変。 

元治元年（1864）七月禁門の変。八月

第一次長州征伐。四国艦隊下関砲撃。 

慶応元年（1865）五月第二次長州征伐。 

 

 

慶応二年（1866）七月将軍家茂死去。

十二月孝明天皇死去。 

慶応三年（1867）一月睦仁親王践祚。 

十月大政奉還。十二月王政復古。 

明治元年（1868）一月戊辰戦争。四月

討幕軍江戸入城。 

明治二年 1869）六月版籍奉還。 

 


